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９ 勤 務 時 間 ・ 休 暇 関 係

(1) 時間外勤務代休時間制度導入に伴う改正

一般職の職員の勤務時間、休暇等に関する条例等の改正により、時間外勤務代休時間制度が新

設されることに伴い、算定方法、単位、指定する時間帯、指定可能期間等を定めるため、勤務時

間規則を平成22年３月30日付けで改正した。［平成22年４月１日施行］

(2) 年次有給休暇の取得単位の改正

最後に残った１時間未満の年次有給休暇を取得することができるよう、勤務時間規則を平成22

年３月30日付けで改正した。［平成22年４月１日施行］

(3) 勤務時間の特例

条例及び規則で定められている勤務時間及び週休日等について、別段の定めをするときには、

人事委員会の承認・協議が必要とされている。平成22年３月31日現在の状況は次のとおりである。

勤務公署 対象職員 特例期間 特 例 の 内 容 承認等年月日 備 考

教育委員会 18人 恒常的 １ 勤務時間の割振り単位期間 21. 4. 1 航海に出る

海洋高等学校海 52週の期間につき、勤務時間を ため
洋丸 １週当たり38時間45分とする。

２ 週休日の割振り

52週の期間につき、１週当たり
１日以上の割合で週休日を定め
る。なお、航海中は週休日を割り

振らず、航海中以外の期間に割り
振る。

３ 勤務時間の割振り

航海中については、勤務日を12
日を超えて割り振る必要がある。
なお、１回の勤務に割り振られる
勤務時間は、16時間を超えない。

警察署の地域係 1,596人 恒常的 １ １週間の勤務時間 21. 4. 1 夜間・休日
及び看守係 ４週につき１週間当たり38時間 における治

情報管理課照会 45分とする。 安体制の確
センター ２ 週休日の割振り 保等のため
鑑識課機動鑑識 毎12週につき24日割り振る。毎

隊 ４週で捉えた場合であっても、週
機動捜査隊 休日は４日以上となるよう割り振
通信指令室 る。

交通機動隊 ３ 勤務時間の割振り
高速道路交通警 勤務日が引き続き12日を超え
察隊 ず、かつ、１回の勤務に割り振ら

鉄道警察隊 れる勤務時間が16時間を超えない
よう割り振る。


